
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講料： 資料・サブテキスト・昼食代 

正会員 38,880円 本体価格 36,000円 

一  般 42,120円 本体価格 39,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「演習」で体得する 

新しい退職給付会計の実務 
 

～単体決算、連結決算、開示業務の早期化を実現する方法～ 

■申込先：一般社団法人 企業研究会 
〒102-0083 
千代田区麹町 5-7-2 麹町 31ＭＴビル２Ｆ 

経営管理研究グループ 担当：居代   
E-mail： ishiro@bri.or. jp 

TEL 03-5215-3516 

FAX 03-5215-0951～2 

■日  時■   2015年 2 月 18 日（水） 10：00 ～ 17：00  ※昼食休憩 1時間を含む 

    

■会  場■   東京・麹町 企業研究会 『セミナールーム』 
 

■講  師■  井上  雅彦氏   有限責任監査法人トーマツ   パートナー   公認会計士  

（社）日本証券アナリスト協会 検定会員 
 
 
 
 
 
 
     

申込書に所定事項ご記入の上、下記担当者あてに

FAX または E-mail にてお送りください。後日、受講

票・請求書等をお送り致します。 
 
 
※お申込後のキャンセルは原則としてお受けしかねま

すので、お申込者がご出席頂けない際は、代理の方

のご出席をお願い致します。 
※最少催行人数に満たない場合は、中止させていただ
くこともありますので、予めご承知置き願います。 
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※お客様の個人情報は、本研究会に関する確認・連絡および当会催事情報等をご

案内する際に利用させていただきます。 

http://www.bri.or.jp 

【主な著書等】 
単著「三訂版キーワードでわかるリースの法律・会計・税務」、単著「三訂増補版キーワードでわかる 
退職給付会計」以上税務研究会、単著「これ1冊でわかるリースの税務・会計・法律」中経出版 
単著「Ｑ＆Ａ リースの会計・税務（第３版）」、共編者「会計用語辞典」 以上日本経済新聞社  
単著「事業再編に伴う退職給付制度の設計と会計実務」共著「退職給付債務の算定方法の選択とインパク
ト」共著「退職給付制度見直しの会計実務（第２版）」共著「退職給付会計の実務」以上中央経済社、そ
の他、会計専門誌等にリース会計、退職給付会計に関する論文等執筆多数。各種団体等でのセミナー講演
実績多数、明快で懇切丁寧な語り口で好評。 

 
会員企業のご確認、その他セミナーに関するご 

不明な点につきましては、当会ホームページより 
〔ＴＯＰ〕→〔公開セミナー〕→〔よくあるご質 
問〕をご参照下さい。http://www.bri.or.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊当日、サブテキストとして、「三訂増補版 キーワードでわかる退職給付会計」（「二訂増補版」の全

面改訂版） 税務研究会、講師著(定価4,752円税込)、昨年6月刊行 を配布いたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 内容は変更する場合もあります。予めご承知おき願います。 

 

10:00 

【開催に当たり】  
 

平成 26年 3月 31日から日本の新しい退職給付会計基準が適用されています。 

 

◆退職給付会計の実務対応には、「退職給付制度の理解」、「数理計算の理解」、「特殊な会計処理の理解」が 

必要なため、他の経理項目に比べ、円滑な実務対応や引き継ぎが難しい分野となっています。 

一方、連結財務諸表への影響のみならず、経営戦略や人事戦略上も重要な影響を及ぼします。 

 

◆経理・管理部門の人材が十分でない中、退職給付会計周りの実務対応は特定の方に知識・ノウハウが 

集中する傾向があり、企業の経理対応や人材育成上も大きなネックになる場合があります。 

 

◆そこで、本講座では、実務上、出てくる実際の事例を使って、「演習」形式で退職給付会計の実務を習得

いただきます。日本の新しい退職給付基準のエキスを、「演習」を通じて、机上の理屈ではなく、身をも

って体感いただく事で、実務に役立つ理論とノウハウをマスターいただきます。 

 

是非この機会に関係各位の積極的ご参加をお薦め致します。 

 

 

17:00 

終了 

 
 

第Ⅰ部【理論編】 日本の現行退職給付会計基準の 

ポイントと実務対応 
 

 退職給付会計を理解するうえで必要となる基礎的な最低限必要な知識から、実務の応用範囲 

まで重要な論点を中心に、日本の新しい退職給付基準のエキスを十分に理解することができるよう 

工夫して解説します。 

 また、複雑でバラエティに富む退職給付制度や難解と言われている「数理計算」について、 

退職給付会計の理解という観点からわかりやすい解説を加え、実務対応を概観します。 

 

第Ⅱ部【演習編】 日本の新しい退職給付会計基準を体得する 
 

第Ⅱ部では、第 1部の理解を前提に、実務上発生する事例を用いて、演習問題を解いていた 

だいた上で、詳細な解説を行います。この際、豊富な実例に裏打ちされた 

「実務上の陥りやすい失敗例」を交えながら、実務対応に生かしていただける格好の“ねた”を用意

します。 

《本日のまとめ＆質疑応答》 

 

 

 

昼 食 


